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実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、

国
労
東
京
地
本
・
鎌
田
委
員
長

か
ら
「
安
倍
政
権
の
経
済
政
策

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
利
益
剰

余
金
は
史
上
最
高
を
更
新
す
る

一
方
で
、
国
民
生
活
は
社
会
保

障
費
削
減
や
非
正
規
労
働
者
の

増
大
、
実
質
賃
金
の
低
下
な
ど

格
差
と
貧
困
は
増
々
拡
大
し
続

け
、
深
刻
な
生
活
と
雇
用
破
壊

と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、

景
気
回
復
と
雇
用
安
定
、
社
会

保
障
制
度
の
拡
充
、
非
正
規
労

働
者
・
未
組
織
労
働
者
・
外
国

人
労
働
者
の
権
利
拡
大
と
労
働

条
件
改
善
、
全
て
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
根

絶
、
障
害
者
差
別
、
部
落
差
別
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
差
別
、
男
女
差
別
な

ど
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
許
さ
ず
、

労
働
者
の
地
位
向
上
、
共
生
社

会
を
築
く
た
め
に
全
労
働
者
の

確
固
た
る
団
結
で
全
て
の
闘
い

を
精
力
的
に
展
開
す
る
こ
と
が

日
本
国
憲
法
施
行
か
ら
72
年

と
な
る
憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
、
東
京
江
東
区
の
「
有
明
防

災
公
園
」
で
、
平
和
と
い
の
ち

と
人
権
を
！
５
・
３
憲
法
集
会

２
０
１
９
～
許
す
な
！
安
倍
改

憲
発
議
～
が
開
催
さ
れ
、
約
６

万
５
千
人
（
主
催
者
発
表
）
が

結
集
し
ま
し
た
。

司
会
の
神
田
香
織
さ
ん
は
、

新
元
号
の
「
令
和
」
が
連
日
の

報
道
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
こ
と

に
触
れ
「
異
常
な
改
元
騒
ぎ
の

陰
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、

手
を
打
た
な
け
れ
ば
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

登
壇
し
た
、
音
楽
評
論
家
の

湯
川
れ
い
子
さ
ん
は
「
私
は
83

歳
だ
が
、
九
条
を
守
る
た
め
残

り
時
間
を
か
け
た
い
。
あ
ら
ゆ

る
理
屈
を
超
え
た
日
本
、
世
界

の
宝
だ
」
と
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。
沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地

建
設
を
め
ぐ
る
「
県
民
投
票
代

表
の
会
」
代
表
の
元
山
仁
士
郎

さ
ん
は
、
2
月
の
県
民
投
票
で

名
護
市
辺
野
古
の
埋
め
立
て
に

7
割
超
が
反
対
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
移
設
工
事
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
挙
げ
「
な
ぜ
沖
縄

の
民
意
は
反
映
さ
れ
な
い
の
か
。

こ
の
国
の
民
主
主
義
、
そ
れ
を

定
め
て
い
る
憲
法
と
は
何
で
し
ょ

「
働
く
者
の
団
結
で
生
活
と

権
利
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守

ろ
う
」
第
90
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

は
、
５
月
１
日
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
６
，
０

０
０
人
（
主
催
者
発
表
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

平
和
と
い
の
ち
と

人
権
を
！

５
・３
憲
法
集
会

２
０
１
９

改憲発議は絶対にさせない

第
90
回

日
比
谷
メ
ー
デ
ー

５
月
19
日
、
総
が
か
り
行
動
実

行
員
会
と
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
主
催
の
国

会
前
「
19
日
行
動
」
が
開
催
さ
れ
、

安
倍
首
相
が
執
念
を
も
っ
て
進
め

て
い
る
改
憲
発
議
を
絶
対
に
止
め

る
た
め
、
全
国
か
ら
１
，
９
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

暴
走
す
る
安
倍
政
権
は
「
憲
法

第
２
条
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
だ

け
」
な
ど
と
国
民
を
姑
息
な
手
段

で
騙
そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
書
き

込
め
ば
「
自
衛
隊
を
地
球
の
裏
側

ま
で
派
兵
で
き
る
」
こ
と
に
な
り
、

ア
メ
リ
カ
軍
と
一
体
と
な
っ
て
武

力
行
使
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
民
意
を

踏
み
に
じ
り
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
強
行
し
続
け
る
な
ど
、
ア
メ

リ
カ
の
言
い
な
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。集

会
で
は
、
野
党
の
立
憲
民
主

党
・
社
会
民
主
党
・
日
本
共
産
党

が
参
加
し
て
「
共
に
連
帯
し
て
安

倍
政
権
を
終
ら
せ
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

現
在
国
会
で
は
、
与
党
が
「
憲

法
審
査
会
の
開
催
」
を
目
論
ん
で

お
り
、
主
催
者
か
ら
は
「
こ
れ
か

ら
緊
急
の
国
会
前
行
動
も
あ
る
。

国
会
を
『
安
倍
政
権
Ｎ
Ｏ
』
で
包

囲
し
よ
う
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

う
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
ま

し
た
。
京
都
大
の
高
山
佳
奈
子

教
授
は
「
い
ま
変
え
る
べ
き
な

の
は
、
憲
法
で
は
な
く
政
権
。

こ
の
よ
う
な
荒
唐
無
稽
な
改
憲

は
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。
東
京
大
の
広
瀬

清
吾
名
誉
教
授
は
「
外
交
も
内

政
も
安
倍
政
権
が
手
詰
ま
り
で

あ
る
の
は
明
ら
か
。
安
倍
政
権

は
そ
の
事
態
か
ら
目
を
そ
ら
す

こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
平

成
か
ら
令
和
へ
の
仕
組
ま
れ
た

改
元
の
フ
ィ
ー
バ
ー
は
一
例
に

過
ぎ
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
「
豊
洲

コ
ー
ス
」
と
「
台
場
コ
ー
ス
」

に
分
か
れ
て
、
「
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
・
許
す
な
改
憲
発
議
・
守

れ
沖
縄
の
民
意
」
と
声
を
挙
げ

な
が
ら
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
連
帯
挨
拶
、
来
賓
あ

い
さ
つ
、
決
意
表
明
、
ア
ピ
ー

ル
採
択
を
経
て
、
渡
邉
全
労
協

議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締

め
く
く
り
、
「
土
橋
コ
ー
ス
」

を
元
気
良
く
デ
モ
行
進
し
ま
し

た
。

５
月
３
日
に
有
明
・
東
京
臨
海
防
災
公
園
で
「
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！
許
す
な
安
倍
改
憲

発
議

５
・
３
憲
法
集
会
」
が
開
催
さ
れ
６
万
５
千
人
が
結
集
し
ま
し
た
。
国
労
か
ら
も
参
加
し
、

安
倍
政
権
が
２
０
２
０
年
を
目
標
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
九
条
改
憲
を
さ
せ
な
い
た
め
に
「
改

憲
発
議
は
さ
せ
な
い
・
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む
」
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

今
号
は
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
、
５
・
３
憲
法
集
会
、
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
総
が
か
り
行
動
、

も
う
一
人
の
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、
乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
報
告
を

し
ま
す
。

戦
争
さ
せ
な
い
！

９
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
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労
働
組
合
の
必
要
性
を

丁
寧
に
訴
え
よ
う
！

①
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
以
降

に
２
区
分
以
上
異
動
し
た
社
員

に
は
基
本
給
に
一
律
２
，
０
０

０
円
を
加
算
す
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ

採
用
の
車
掌
は
基
本
給
が
上
が

り
ま
す
が
、
国
鉄
採
用
の
運
転

士
が
事
業
部
で
の
営
業
指
導
係

か
ら
運
転
士
に
復
帰
し
て
も
、

Ｊ
Ｒ
採
用
の
運
転
士
同
様
に
す

で
に
運
転
士
加
算
を
受
け
て
い

る
の
で
、
２
，
０
０
０
円
加
算

の
恩
恵
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
２
０
１
９
年
度
運
転
士
試

験
合
格
し
て
運
転
士
の
発
令
を

受
け
て
も
、
来
年
度
以
降
は
基

本
給
の
１
，
０
０
０
円
加
算
し

か
な
く
、
「
運
転
士
と
し
て
の

魅
力
や
応
募
希
望
」
が
な
く
な

る
の
で
な
い
か
。

②
に
つ
い
て
は
、
割
増
率
が

３
５
／
１
０
０
か
ら
４
０
／
１

０
０
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

仮
に
1
時
間
当
た
り
の
賃
金
を

２
，
０
０
０
円
と
す
れ
ば
、
３

５
／
１
０
０
の
場
合
７
０
０
円
、

４
０
／
１
０
０
の
場
合
８
０
０

円
と
な
り
、
わ
ず
か
１
０
０
円

の
ア
ッ
プ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

1
カ
月
の
夜
勤
時
間
を
18
時
間

と
し
て
も
、
１
０
０
円
×
18
時

間
＝
１
，
８
０
０
円
の
ア
ッ
プ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

④
に
つ
い
て
は
、
乗
務
員
の

旅
費
は
1
日
３
５
０
円
で
あ
り
、

仮
に
1
カ
月
7
徹
夜
5
日
勤
と

す
る
と
、
労
働
日
は
19
日
と
な

る
の
で
、
３
５
０
円
×
19
日
＝

６
，
６
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
提
案
で
は
こ
の
「
６
，

６
５
０
円
」
が
廃
止
と
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
賃
金
・
手
当
の

変
更
で
、
具
体
的
に
「
上
が
る

の
か
？
下
が
る
の
か
？
」
が
一

番
の
関
心
事
と
な
り
ま
す
。
基

本
給
２
，
０
０
０
円
加
算
の
場

合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

１
ヵ
月
あ
た
り
１
，
８
５
０
円

減
（
加
算
が
無
い
運
転
士
は
３
，

８
５
０
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

す
で
に
、
今
年
3
月
の
ダ
イ

ヤ
改
正
か
ら
「
行
先
地
手
当
の

廃
止
」
と
な
っ
て
お
り
、
交
番

の
月
・
予
備
の
月
も
あ
り
、
ま

た
年
休
取
得
も
あ
っ
て
一
律
と

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
「
下
が
る
」

の
で
あ
れ
ば
、
乗
務
員
と
し
て

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
や

魅
力
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
申
1
号
の
「
乗
務

員
勤
務
制
度
」
の
団
体
交
渉
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
東
日

本
本
部
は
「
乗
務
員
勤
務
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
し
、
1
万

１
０
０
０
名
の
乗
務
員
の
待
遇

改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

「新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョン
」

「
賃
金
制
度
の
見
直

し
」

が
提
案
さ
れ
る

乗
務
員
手
当
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
が
・・・？

「上
が
る
の
？

下
が
る
の
？
」

迎
え
入

れ
る
た
め
に
！

「
業
務
改
革
」
「
働
き
方
改
革
」

「
職
場
改
革
」
の
「
３
つ
の
改
革
」

を
進
め
る
「
変
革
２
０
２
７
」
に

基
づ
い
た
合
理
化
事
案
が
矢
継
ぎ

早
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
合
に
提
案
す
る
と
同
時
に
、
現

場
長
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
社
員
に
概
要
説
明
す
る
な
ど
、

会
社
に
よ
る
施
策
の
提
案
か
ら
実

施
に
至
る
ま
で
の
対
応
に
変
化
が

出
て
い
ま
す
。
「
電
気
部
門
の
変

革
２
０
２
２
」
で
は
、
本
社
・
支

社
か
ら
各
現
場
に
出
向
い
て
、
全

社
員
に
事
案
の
概
要
説
明
を
し
て

質
疑
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
協
約
改

訂
・
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み

を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
合
理

化
事
案
に
対
し
て
、
関
係
職
協
・

地
方
本
部
と
連
携
を
強
め
て
、
解

明
要
求
・
基
本
要
求
を
作
成
し
て
、

改
善
に
向
け
た
交
渉
を
進
め
て
い

ま
す
。

職
場
で
は
「
慢
性
的
な
要
員
不

足
か
ら
超
勤
が
強
い
ら
れ
て
い
る
」

「
業
務
委
託
で
現
場
の
設
備
が
把

握
で
き
ず
、
異
常
時
の
対
応
が
困

難
」
「
ス
マ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
伴
う
大
規
模
工
事
で
重
大
事
故

が
発
生
し
て
い
る
。
今
後
ど
う

推
移
し
て
い
く
の
か
不
安
に
な

る
」
「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
業

務
研
究
な
ど
、
本
来
業
務
と
違
う

課
題
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
」
な

ど
、
不
満
や
不
安
の
声
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
労
東
本
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
の
労
働
条
件

の
改
善
と
利
用
者
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
鉄
道
に
す
る
た
め
に
、

全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
の
社
員
数
は
５

４
，
８
８
０
人
で
、
男
性
が
４
７
，

５
２
０
人
・
女
性
が
７
，
３
６
０

人
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
２

０
１
８
年
４
月
１
日
現
在
）

２
０
１
９
年
２
月
15
日
の
深
澤

社
長
の
記
者
会
見
で
は
、
東
労
組

の
組
合
員
は
１
１
，
９
７
０
人
で
、

い
ず
れ
か
の
組
合
（
11
組
合
）
に

加
入
し
て
い
る
社
員
は
１
９
，
０

０
０
人
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
９
年
１
月
１
日
現
在
）

逆
算
す
る
と
、
組
合
未
加
入
者
は
、

３
５
，
８
８
０
人
と
な
り
社
員
全

体
の
７
割
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。

各
支
社
で
「
社
友
会
」
が
立
ち

上
げ
ら
れ
、
現
場
で
も
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
規
約
に
は
、
「
業
務

改
革
や
、
生
産
性
向
上
に
努
め
る
」

と
い
う
文
言
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
会
の
条
件
と
し
て
「
組

合
未
加
入
」
と
い
う
現
場
も
あ
り

ま
す
。
本
来
「
社
友
会
」
は
社
員

の
親
睦
を
図
る
の
が
目
的
で
あ
り
、

「
組
合
未
加
入
」
と
い
う
条
件
は
、

組
合
敵
視
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
社
員
代

表
者
選
挙
で
も

「
社
友
会
」
が

関
与
し
て
、
メ
ー

ル
な
ど
を
活
用

し
て
推
薦
を
す

る
と
い
う
報
告

も
さ
れ
て
い
ま

す
。
選
挙
で
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
票
な

ど
公
平
・
公
正

さ
に
欠
け
る
と
い
う
問
題
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
労
東
日
本
本

部
は
、
申
２
号
「
公
平
・
公
正
、

厳
格
な
社
員
代
表
者
選
挙
を
求
め

る
申
し
入
れ
」
で
是
正
と
改
善
を

求
め
て
き
ま
し
た
。
「
社
友
会
」

の
常
軌
を
逸
脱
し
た
行
動
や
社
員

代
表
者
選
挙
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
本
社
に
対
し
て
改
善
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
入
社
員
数
は
、

昨
年
度
よ
り
１
４
６
人
増
の
１
，

９
９
９
人
（
女
性
６
２
３
人
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
入

社
式
で
は
東
日
本
青
年
部
・
女
性

部
が
中
心
と
な
っ
て
、
宣
伝
行

動
を
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
配

属
職
場
で
は
新
入
社
員
に
対
す
る

組
合
説
明
会
や
、
国
労
加
入
を
訴

え
る
チ
ラ
シ
配
布
な
ど
各
地
方
・

職
場
で
創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
社
施
策
に
対
す
る
改
善
交
渉

や
、
職
場
で
の
問
題
点
を
改
善
す

る
た
め
の
交
渉
、
賃
金
改
善
や
、

期
末
手
当
の
要
求
な
ど
労
働
組
合

で
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
こ
と

を
丁
寧
に
訴
え
て
、
も
う
一
人
の

仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る
た
め

に
総
力
を
挙
げ
て
奮
闘
し
ま
し
ょ

う
！

変
革
２
０
２
７
を
踏
ま
え
た

新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
で
の
「
賃
金
制
度
等

の
見
直
し
に
つ
い
て
」
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
乗
務
員
手
当
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
ま
し
た
が

「
上
が
る
の
？
下
が
る
の
？
」

と
い
う
疑
問
の
声
が
出
て
い
ま

す
。５

月
22
日
、
乗
務
員
勤
務
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ
て
、

５
月
14
日
に
提
案
さ
れ
た
変
革

２
０
２
７
を
踏
ま
え
た
新
た
な

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
で
の
「
賃
金
制
度
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
検
討

し
ま
し
た
。

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
基

本
給
の
調
整
の
見
直
し
、
②
夜

勤
手
当
の
見
直
し
、
③
職
務
手

当
の
見
直
し
、
④
旅
費
制
度
の

改
正
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
乗

務
員
に
関
係
す
る
①
と
②
と
④

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
金
額
が

ど
う
な
る
の
か
を
数
値
化
し
ま

し
た
。

＜１年あたりの増収分＞
2,000円 × 18カ月（基本給12カ月＋手当6カ月）

＝36,000円
＜１ヵ月あたりの増収分＞

36,000円 ÷ 12カ月 ＝ 3,000円

＜１ヵ月あたりの総額＞
【夜勤手当】 【１ヵ月の増収分】 【旅費廃止分】
1,800円 ＋ 3,000円 － 6,650円

＝ △1,850円
（2,000円加算が無い運転士は△3,850円）

基本給2,000円加算の場合を
シミュレーションすると…

国労は、ＪＲ・ＪＲグループ会社で

働く仲間の労働条件の向上を

目指して会社に要求しています。

呼びかけティッシュを活用して、

一人でも多くの仲間に、

国労加入を訴えましょう！


